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2021年度実施概要 

学校名 

三原市立木原小学校 

採択活動名 

木原エコプロジェクト 

実施単元 ※実施した単元の数に応じて記載してください 

単元名 学年 教科 

1.ストップ！海洋ごみ ５・６ 総合的な学習の時間 

取り組みの概要 

本校は二つの山に挟まれた谷にあり，学校の横には柳川という川幅２ｍていどの小さな川が流れてい

る。上流に行けば自然な川の形が残っている一方で下流域には人家があるため，上流の砂防ダム建設も含

めて，土砂災害等に備えた整備が進められている。ＪＲ山陽本線の線路と旧国道２号線の向こうには瀬戸

内海が広がっているが，工場も点在しており周辺の海岸ほぼ全て護岸工事が施されている。また，学校の

目の前には無人島の鯨島が浮かんでおり豊かな漁場として知られている一方，近年はカワウが産卵場所に

して棲み着き，生態系に影響が出始めている現状がある。このように，周辺には学習のテーマになるよう

な材料が豊富なことも特徴の一つと言える。 

本校の教育研究では「育成を目指す資質・能力」として各教科・領域等で求められる知識・技能とＩＣ

Ｔの基礎的な活用技能を身に付けさせること，論理的思考力を身に付けさせること，自信・主体性・協働

に関わる力を涵養することの３つに設定し，全教育活動の中でこれらを育成することを目指している。研

究主題を「２１世紀型能力である資質・能力を育成する生活科・総合的な学習の時間の創造～ＥＳＤ・Ｓ

ＤＧｓの視点からの授業の再構築～」とし研究を進めてきた。特にＳＤＧｓの１７の目標の中から，本校

の周辺環境をかんがみて１４（海の豊かさを守ろう）１５（陸の豊かさも守ろう）１２（つくる責任つか

う責任）の３つを中心に据えて学習を展開している。 

そこで，年度初めすぐに、校区の町歩きや地域の方へのインタビューを実施した。そこで得た情報を基

にイメージマップを作成し、木原における「海の豊かさ」を考えた結果，「多様な生物が生息可能で、海洋

ごみの無い海こそが豊かな海である」という共通イメージを持った。次にＳＤＧｓとは何かということに

ついて学習した。ＳＤＧｓスタートブックという教材の取り寄せや、広島県の環境政策課との連携などを

行い、様々な視点からＳＤＧｓについて理解できるようにした。その後，校区の木原海岸および柳川での

調査と島根県浜田市での日本海調査を行い，海洋ごみ問題の現状把握を進めた。 

これらの調査を踏まえ、児童は「ごみ問題をマイナスイメージのみで発信していても、広く興味を持っ

てもらえず、豊かな海の達成には繋がらないのではないか」という考えを持つようになった。そこで，シ

ーグラスアート作家を講師として招き、自分たちに海のゴミを用いた作品作りについて教えてもらうこと

にした。ＳＮＳを活用して講師と連絡を取り，自分たちの手で活動の実現までこぎつけるという経験を積

ませた。 

また，これらの内容について東京大学附属海洋教育センター「２０２１年度海洋教育研究会」や、沖縄

県竹富町立古見小学校・島根県奥出雲町立鳥上小学校他県の児童との交流で発表し，様々な観点からのフ

ィードバックを受けた。 
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